
LogicProX & サウンド Basic 5

第5回　LogicProX basic③ 
コントロール情報とピッチベンド

音符以外の演奏情報を扱うMIDIデータです。ピッチベンドやモジュレーション、パンなど
の情報を取り扱います。DAWで必要な音符以外のMIDI情報をまとめておきましょう。 

まずはコントロール情報です。これらは「コントロールチェンジ(CC)」というステータス
で各効果が番地で割り振られています。たとえばボリュームは7番で「CC#07」と示されま
す。 

ピッチベンドデータ 
本来はCCに含まれてもおかしくないのですがよく使われるという点と、状況によっては

「値」を詳細に決める必要があることから独立したデータとして扱われています。 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実践で使うCC
効果 CC

モジュレーション #01 主にビブラートがアサインされて
いる

ボリューム #07 Chstのボリュームフェーダーに対
応

パン #10 ChstのPanに対応

エキスプレッション #11 トラックのサブボリューム情報と
捉えると分かりやすい

サスティンペダル #64 ピアノの持続音ペダル

ステータス

ピッチベンド ピッチベンド ベンダーでのピッチコントロール

このページの全ての内容、文章、画像は著作権によって保護されています。 
権利者の許可なく引用、転載、その他販売などの二次利用することを固く禁じます。 
Copyright © 2016 特定非営利活動法人ミュージックプランツ All Rights Reserved 
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MIDIドロー 
CC&ピッチベンドなどの音符以外の情報を編集するにはMIDIドローが便利です。MIDIド

ローはリージョンに埋め込まれる形で使われます。主にピアノロールウインドウで編集でき
ます。

MIDIドローをリージョン上に表示する 
MIDIドローのデータはリージョンにその存在が示唆されています。リージョンを「コント

ロール + クリック」で情報を明示できます。

【Tips】 
Pan情報だけを書き込んだリージョンをループさせることで簡単にオートパンを設定する

ことができます。 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MIDIドローのステータス選択

MIDIドロー

1

MIDIドローのステータス選択

MIDIドロー

なにかしらのMIDIデータがあることを示唆

リージョンを「コントロール + クリック」

リージョン上にMIDIデータを表示

コントロール情報(1)の10番=パン情報

1このページの全ての内容、文章、画像は著作権によって保護されています。 
権利者の許可なく引用、転載、その他販売などの二次利用することを固く禁じます。 
Copyright © 2016 特定非営利活動法人ミュージックプランツ All Rights Reserved 
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アナログシンセサイザー② 
エンベロープジェネレーター(ADSR)

シンセサイザーは[オシレーター→フィルター→アンプリファイアー]が基本構成である。 

アンプリファイアーはシンセサイザーの主要モジュールですが要はボリュームつまみです。
この音量を時間制御することにより同じ音色でも聞こえ方は大幅に変化します。鍵盤のノー
トオンからノートオフまでの音量の時間的変化を制御するモジュールがエンベロープ・ジェ
ネレーターです。通常はアンプリファイアーに直結されています。そして必要に応じてオシ
レータやフィルターにアサインして制御します。 
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減算方式シンセサイザーの基本原理

オシレーター
(Oscillator)

フィルター 
(Filter)

アンプリファイア
(Amplifier)

音の基本設定

・音の高さ

・波形
・ノイズ

音の明るさ暗さ 音量

エンベロープ・ジェネレーター 
(ADSR)

・カットオフ

・レゾナンス
・ドライブ

・Attack (立ち上がり)
・Decay Time (減衰)
・Sustain Time (持続)
・Release Time (余韻)

周期的変化 時間的変化

!モジュレーション・ジェネレーター 
(LFO)

・ビプラート (オシレーター)
・ワウワウ (フィルター)
・トレモロ (アンプ)

音の基本ライン

直結

最も基本的な構造のシンセサイザーでの、モジュール構成を図にしてみた。ハイエン
ドシンセは各モジュールを複数ずつ備え多彩な音作りを可能にしている。例えば、オ
シレーターを2個以上装備すればピッチを微妙にずらしてユニゾン効果が得られ、個
数の多いほど重厚な響きが得られる。またADSRを複数装備すればフィルターとアン
プとの個別設定が可能になる。各モジュールのパラメータも、シンセ各種によって名
称や機能の豊富さに差があるが、基本用語を覚えれば概ね対応させて理解することが
できるようになる。 
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・ワウワウ (フィルター)
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音の基本ライン

直結

最も基本的な構造のシンセサイザーでの、モジュール構成を図にしてみた。ハイエン
ドシンセは各モジュールを複数ずつ備え多彩な音作りを可能にしている。例えば、オ
シレーターを2個以上装備すればピッチを微妙にずらしてユニゾン効果が得られ、個
数の多いほど重厚な響きが得られる。またADSRを複数装備すればフィルターとアン
プとの個別設定が可能になる。各モジュールのパラメータも、シンセ各種によって名
称や機能の豊富さに差があるが、基本用語を覚えれば概ね対応させて理解することが
できるようになる。 
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シレーターを2個以上装備すればピッチを微妙にずらしてユニゾン効果が得られ、個
数の多いほど重厚な響きが得られる。またADSRを複数装備すればフィルターとアン
プとの個別設定が可能になる。各モジュールのパラメータも、シンセ各種によって名
称や機能の豊富さに差があるが、基本用語を覚えれば概ね対応させて理解することが
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直 
結

アサイン

音量直結のエンベロープ ベロソティ感度

フィルター専用のエンベロープ 影響量

直 
結フィルターへの影響量
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LogicProX & サウンド Basic 5

エンベロープ・ジェネレーターのパラメーター 

Technique1 
FilterへのADSR制御 ー音の明暗をADSRで時間制御するー 

イメージする音 

ADSRの数
単発 2 3 4

アナログタイプ
ESE　ESP　
ES1(＊)

ESM　ES2　 
Synth1 
MONARK

MASSIVE

その他 EFM1 EXS24
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カットオフ(Cut Off)

音の明暗を操作するセクション。フィルターの種類により効果が異なる。カットオフとレゾナンスで操作す
る。通常はカットオフが周波数設定ポイント、レゾナンスで強調具合を操作する。

ローパス(Low Pass)

ハイパス(High Pass)

バンドパス(Band Pass)

バンドレデュース(Band Reduce)

ピーク(Peak)

カットオフポイント以下の周波数音を通過。通常はローパスが使われる。

カットオフポイント以上の周波数音を通過。

カットオフポイント付近の周波数音を増幅。レゾナンス値がポイント幅。

カットオフポイント付近の周波数音を遮断。レゾナンス値がポイント幅。

カットオフポイント付近の周波数音以外を遮断。レゾナンス値がポイント幅。

フィルタリングする周波数のポイント設定。

レゾナンス(Resonance)
強調パラメーター。Maxにすると自己発振する。

フィルター

フィルターの種類

エンベロープ・ジェネレーター(ADSR)

Attack Time

Decay Time

Sustain Level

Release Time

Level

Timeノートオン ノートオフ

エンベロープジェネレーター
(ADSR)

音の時間的変化を設定する。通常はアンプリファイアに直結され
ている。フィルターに接続するとシンセ特有の音変化になる。

モジュレーション・ジェネレーター(LFO)
音に周期的変化を与える。工夫次第で劇的な変化が加わる。

波形(wave)
周期的変化の種類を波形で表す。

速さ(Rate)
変化速度

深さ(Depth)

1

ADSRからFilterへの影響量

応用

ADSRを反転(ADSR via Velをマイナス領域に)
シンセパッド音

＊注意点
AmpとFilter共有か、独立してかけられるか。 
ADSRの数で自由度が決まる。

ブラス系全般 シンセベース
ノイズ系FX音 パーカッシブ音
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[tips]テクニック 

■ADSRモード

Bassなどの音作りに音量を減らさずにフィルターを制御したいときに使う 

■Delay ＋ Rev
通常はディレイ音とリバーブ音は分けてMixするが、音によってはDelay→Reverbと直列

で通したほうが臨場感が出る場合がある。 

■レゾナンス発振音とキーフォロー
シンセ独特の音作りにFilterのレゾナンスは欠かせない。軽く～中程度効かせて「ADSR

via vel」で動かすとMoogに代表されるアナログシンセ特有の音が出る。レゾナンスをさら
に効かせて自己発振させてキーフォローで音階を付けてオシレーター音と混ぜるとやや金属
的、幻想的、無機的な音が出る。 

■ノイズとの併用
ノイズはFX音、Sci音(いわゆる効果音)によく使われる。この時レゾナンス発振音と混ぜ

ると音程があってなさそうな曖昧な音からハイハットに近い音まで出せる。総じてパーカッ
シブな音に効果的である。
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重要パラメーター
フィルター
カットオフ

音の明暗を決定。
右いっぱい(open)で波形
そのものの音になる。

レゾナンス
音にクセをつける。
右いっぱい(Full)にまわして
いくと自己発振してサイン
波が作られる。

キーフォロー
鍵盤の高さに比例して
カットオフを開閉させ
る。レゾナンスで発振
したサイン波に音階を
付けることが出来る。

ADSR via vel
～の影響を受けて ベロシティ(弾く強さ)

ADSRの時間的変化をフィルターに伝える加減を調整す
る。ベロシティに応じた変化量を設定できる。

ADSR via vel

アンプリファイアー

通常はアンプ(音量)
に直結されている。

この設定分がカット
オフに時間的変化を
与える。上三角がMax
ベロシティ、下三角
がminベロシティの変
化量となる。マイナス(-)のエリアに設定した
時にはADSRが反転した時間的変化となる。

ADSRモード切替ボタン
ADSR via vel を使用しているときなどに
使う。フィルターの時間的変化と独立し
て音量を変化させたくないときなど、
モードを切替えて対応させる。この図の
「Gate R」はA,D,S,を無効にしてRだけ
を有効にしてある。

A

D

S R

A
Gate

RD
S

Gate

RD
S

A

ADSR

Gate R A Gate R

・PWM (パルスワイズモジュレーション)
ES1はオシレーターが1基しかないため、複数オシレーターのデチューンによるユニゾン・コーラス効果
のような分厚い音作りが出来ない。PWMは擬似コーラス効果を作り出し、単基オシレーターでも分厚い
音作りを可能にさせる。さらにコーラスエフェクトと併用すると効果的。Trance系のリード、リフなど
によく用いられる。

パルス波を選択 LFOで周期的に(サイン波の形で)5.52Hz/秒
のスピードでパルス波の幅を変化させる

・レゾナンス発振音とキーフォロー
シンセ独特の音作りにFilterのレゾナンスは欠かせない。軽く～中程度効かせて「ADSR via vel」で動か
すとMoogに代表されるアナログシンセ特有の音が出る。レゾナンスをさらに効かせて自己発振させて
キーフォローで音階を付けてオシレーター音と混ぜるとやや金属的、幻想的、無機的な音が出る。前頁
のTipsで紹介したFilterFMの効果は絶大でES1には無いリングモジュレーターに近い音が出せる。

～ノイズとの併用～
ノイズはFX音、Sci音(いわゆる効果音)によく使われる。この時レゾナンス発振音と混ぜると音程があっ
てなさそうな曖昧な音からハイハットに近い音まで出せる。総じてパーカッシブな音に効果的である。

Tips
ノイズとモジュレーション系エフェクト (コーラス・フランジャー・フェイザー) はとても
相性がいい。フランジャーを緩くかければジェット効果に、フェイザーをゆっくりかけれ
ば宇宙空間のような音になる。

ES1の応用シンセテクニック

1

Tips
ノイズとモジュレーション系エフェクト (コーラス・フランジャー・フェイザー) はとても
相性がいい。フランジャーを緩くかければジェット効果に、フェイザーをゆっくりかけれ
ば宇宙空間のような音になる。
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